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平成 27年度 専門部報告 
 
赤十字職員間の横断的情報共有の達成とそれによる技術、業務の均一性を図ることを目的に活動
を行ってきた。専門部登録率は 65％としているが、各専門部の連絡体制を強固にするために、IT
事業部と協力を行った。組織率の向上と専門部活性を更に目指すこととし、ブロック活動企画など
SNSにてあらゆる情報を発信した。 
 
 
1．平成 27年度 専門部世話人会議 
平成 28年 2月 27日（土）13：00～17：00 
日本赤十字社 101会議室 
出席者 専門部世話人 17名 
    理事      8名 
 
 
議事内容 
① 登録状況の報告 
② 各専門部名簿作成 ： 各部門世話人へ配布 
③ ホームページ活用方法 ： IT理事による説明を行った 
④ その他 
 
2．専門部概況（平成 27年度平成 28年 3月 17日現在）                 
 
2－1 専門部世話人  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊ 世話人は 4名または 3名． 
 
 
 
 
専門部 
世話人
（人） 施設 
CT 4 成田（東部）・京都第二（近畿）・大阪（近畿）・松山（中四） 
MRI 3 八戸（東北）・小川（東部）・那須（東部） 
放射線治療 4 足利（東部）・医療センタ（東部）・長野（中部）・松山（中四） 
乳房撮影 4 さいたま（東部）・大森（東部）・長浜（近畿）・京都第二（近畿） 
核医学 4 さいたま（東部）・前橋（東部）・浜松（中部）・神戸（近畿） 
医療情報 3 福井（中部）・松江（中四）・熊本（九州） 
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2－2 専門部世話人のブロック比率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊ 世話人のブロック比率として北海道および九州ブロックが低い． 
 
 
 
3－1 専門部施設担当登録者 
 
担当者登録施設   
登録施設数 該当なし施設数 
該当無し率（%） 
（該当無し／回答施
設） 
 
CT 62 0 0  
MRI 59 3 4.8  
放射線治療 40 21 34.4 多 
乳房撮影 61 2 3.2  
核医学 49 12 19.7 多 
医療情報 58 3 4.9  
 
＊「該当無し率」は回答のあった施設を母数とした（登録する専門部の該当が無い可能性があるため） 
＊ 放射線治療および核医学は該当施設が少ない（多）． 
 
 
 
 
 
 施設数 
 
 世話人数  
 
全国 95 比率（%）  22 比率（%）  
北海道 10 11  0 0 少 
東北 6 6  1 5  
東部 19 20  8 36 多 
中部 20 21  4 18  
近畿 14 15  5 23 多 
中四国 15 16  3 14  
九州 11 12  1 5 少 
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3－2 専門部施設担当登録者のブロック別登録状況 （CT） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊「該当者なし」が 0%の CTを元にブロック別の回答率を示した． 
＊ X線撮影装置のみを有している施設は登録が無い（回答無し）可能性が高いと考えられる． 
＊ 西日本の登録率が低い． 
 
【 CT 】 
世話人：河本勲則（京二）、加賀久善（大阪）、川嶋宏樹、小林弘幸（和歌山）、笹田勇造（成田） 
1．CT装置や検査方法についての Topixを HPにて掲載し、情報提供の計画を継続していく． 
2．施設紹介につきましては、原稿が集まらず、掲載できなかった．HPに質問や業務における疑問
点などの質問も寄せられなかった． 
3．昨年末より CT業務に関するアンケート調査をお願いしていますが、3月末で集計し、結果報告
させていただきます． 
4．「CTの被ばく低減への工夫」について、電子会誌へ投稿． 
5．総会にて「専門部レクチャー（乳がん）」で発表． 
  
【 MRI 】 
世話人：大澤哲平（八戸）、宇田暢樹（小川）、佐藤統幸（大田原）、揚出泰弘（秋田） 
1．アンケート分析結果を技師会 HPにUPした。また、メーリングリストにて部会員に配布した。 
2．アンケート結果から想定されるMRI対応ペースメーカへの推奨対策の検討を行い、仮となるも
のを作成した。現在は部会員にメーリングリストにて配布しており、意見やアドバイスなどを集め
ている状況。 
3．部会員の活動をうながすため、メーリングリストを用いて、各施設の MRI 設置状況や MRI に
ついての疑問点を聞く調査を開始した。 
 
 施設数 施設担当者 回答率（%） 
全国 95 62 65 
北海道 10 7 70 
東北 6 4 67 
東部 19 15 79 
中部 20 15 75 
近畿 14 10 71 
中四国 15 7 47 
九州 11 4 36 
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【 治療 】 
世話人：小山登美夫（長野）、上田真吾（松山）、簾谷和男（足利）、丸山大樹（医療センタ－） 
1．近隣赤十字病院との施設間交流および、勉強会などでの情報交換活動 
2．HPを利用した学会アンケートの発信および施設間交流などの活動報告 
3．専門部よりHPを利用した情報発信をおこない、HP利用促進を図った。 
 
【 核医学 】 
世話人：小池克美（さいたま）、坪井孝達（浜松）、星野洋満（前橋）、岸本義幸（神戸） 
1．各施設の装置状況を含め装置保守点検に関するアンケートを作成した。 
  2．導入機器データベースの更新 
  3．機器ごとのワークフローを共有化 
  4．関係書類のフォーマットの共有化 
 
【 医療情報 】 
世話人：加藤秀之（松江）、西村英明（福井）、西小野昭人（熊本） 
1．メーリングリストの整備 
2．SNSの施設活用についての検討 
3．メーリングリストでのディスカッション 
 
【 乳房画像 】 
世話人：尾形智幸（さいたま）、西関 剛（長浜）、梶迫絵美（京二）、出井愛子（大森） 
1．乳がん検診精度管理中央機構 HP に掲載されている赤十字病院および検診施設の一覧をまとめ
た． 
2．ブロック研修会（近畿）へ参加を行い、ＨＰにて報告した． 
3．学術総会にて「乳がん」について座長参加した． 
 
